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長
崎
県
老
連

第 15 回 長崎県ねんりんピック・生きがい作品展

【 長崎県老人クラブ連合会長賞 】
「 造船所の朝 」

田中　秀穂（長崎市）



公益財団法人 長崎県老人クラブ連合会　事業計画平成30年度

☆のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを

　平成30年３月16日に行われた評議員会及び、３月８日に行われた理事会において、
平成30年度の長崎県老人クラブ連合会の事業計画が協議決定されました。
　７月からの主な行事は次のとおりです。

１. 会員増強運動の推進
２. 若手会員の組織化と女性会員の登用
３. 介護予防（健康づくり）と生活支援

事業の重点課題

平成 30 年度　県老連の主な行事

1

開催日 行　　　事 場　　　所

７月

　５（木）～　６（金） 九州ブロック老人クラブリーダー研修会 鹿児島県（城山観光ホテル）
１０（火） 市町老連事務局長・事務担当者会議 30 年度県老連事業推進連絡協議
１２（木） 高齢者相互支援事業研修会 諫早市　実践活動会員研修
１９（木） 高齢者相互支援事業研修会 雲仙市　実践活動会員研修
２４（火） 高齢者相互支援事業研修会 五島市　実践活動会員研修

８月
　７（火）～　８（水） 都道府県・指定都市老連中央セミナー 東京都
２３（木）～２４（金） 九州各県・指定都市老連事務局長会議 北九州市（小倉リーセントホテル）
３０（木）～３１（金） 市町老連女性リーダー研修会 長崎市（Ａｌｅｇａ軍艦島）

９月
　６（木）～　７（金） 市町老連若手リーダー研修会 島原市（南風楼）
１５（土）～２１（金） 老人週間（１５日老人の日、２０日社会奉仕の日） 老人クラブによる一斉奉仕活動
１９（水） 健康づくりリーダー養成講習会 佐々町

10 月

　４（木） 県老連理事会・表彰選考委員会 長崎市（県総合福祉センター）
１０（水） 健康づくりリーダー養成講習会 西海市
１１（木）～１２（金） 全老連女性リーダーセミナー 東京都（全社協会議室）
１７（水） 健康づくりリーダー養成講習会 長与町
２６（金） 健康づくりリーダー養成講習会 波佐見町

11 月 ２０（火） 第５３回長崎県老人クラブ大会 諫早市（諫早文化会館）

12 月 　４（火）～　５（水） 第４７回全国老人クラブ大会 沖縄県

H31
３０（水）～ ３１（木） 在宅福祉を支える友愛活動セミナー 東京都（全社協会議室）

１月

２月
未　定 第１４回 「銀の翼」 渡　航　先　未　定

１６（土）予　　　定 長崎県高齢者いきいきフォーラム県民大会 長崎市　地域文化伝承事業
２０（水）～ ２２（金） 第１６期 健康づくり中央セミナー 神奈川県（ロフォス湘南）

３月
　８（金） 県老連理事会 ３１年度事業計画・予算審議、他
１９（火） 県老連評議員会 ３１年度事業計画・予算審議、他



辞
任
等
に
伴
う
補
欠
選
任
に
よ
り
次
の

体
制
と
な
り
ま
し
た
。

《
役　

員
》

会　

長
島
中
　
英
安
（
大
村
市
老
連
）

副
会
長

金
冨
　
竹
志
（
長
崎
市
老
連
）

寺
田
　
道
子
（
県
老
連
女
性
部
会
） 

常
務
理
事

林
田
　
則
利
（
長
崎
県
老
連
）
新

理　
　

事

田
中
　
正
之
（
島
原
市
老
連
）
新

坂
本
　
康
幸
（
佐
世
保
市
老
連
）

峯
脇
　
達
郎
（
五
島
市
老
連
）

近
藤
　
正
治
（
県
老
連
若
手
委
員
会
）

小
村
　
利
之
（
県
長
寿
社
会
課
）

藤
原
　
敬
一
（
県
社
会
福
祉
協
議
会
） 

監　
　

事

畑
中
　
正
広
（
諫
早
市
老
連
）

山
口
　
純
夫
（
長
与
町
老
連
）

《
評 

議 

員
》

佐
々
木
光
健
（
長
崎
市
老
連
）

金
子
　
健
夫
（
佐
世
保
市
老
連
）

村
田
　
考
市
（
島
原
市
老
連
）

大
塚
　
　
梓
（
諫
早
市
老
連
）

山
口
　
鷹
士
（
大
村
市
老
連
）

田
渕
　
俊
雄
（
平
戸
市
老
連
）

永
淵
　
勝
幸
（
松
浦
市
老
連
）

山
根
　
延
生
（
対
馬
市
老
連
）
新

末
永
　
榮
幸
（
壱
岐
市
老
連
）
新

井
上
　
　
徹
（
五
島
市
老
連
）

池
田
　
政
治
（
西
海
市
老
連
）

脊
川
　
亀
史
（
雲
仙
市
老
連
）

林
田
　
康
徳
（
南
島
原
市
老
連
）
新

内
田
　
政
信
（
長
与
町
老
連
）

黒
田
　
　
博
（
時
津
町
シ
ニ
ア
連
）

佐
藤
　
昇
一
（
東
彼
杵
町
老
連) 

新
里
　
芳
則
（
川
棚
町
老
連
）

中
尾
　
正
嗣
（
波
佐
見
町
老
連
）
新

近
藤
　
一
輝
（
小
値
賀
町
老
連
）

永
石
　
善
吾
（
佐
々
町
老
連
）

道
下
　
三
昌
（
新
上
五
島
町
老
連
）

井
上
　
義
啓
（
県
老
連
若
手
委
員
会
）

道
下
　
　
敦
（
県
老
連
女
性
部
会
）

佐
藤
　
雅
秋
（
県
す
こ
や
か
長
寿
財
団
）

 

平
成
30
年
度
役
員
・
評
議
員
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科　　目 予算額 摘　　要 科　　目 予算額 摘　要
Ⅰ . 一般正味財産増減の部 2. 経常外増減の部
1. 経常増減の部 ⑴ 経常外収益 0

⑴ 経常収益 22,610 ⑵ 経常外費用 0

　基本財産運用益 40 　当期経常外増減額 0

　受取会費
6,927 会　　　　費 6,848 　当期一般正味財産増減額 △ 3,184

賛助会員会費 79

　事業収益
2,760 会員章普及 60 　一般正味財産期首残高 6,500

指定宿泊施設 2,000

傷害保険普及 700

　受取補助金等
12,713 県補助金等 12,283 　一般正味財産期末残高 3,316

民間助成金 430

　雑収益 170 Ⅱ . 指定正味財産増減の部
⑵ 経常費用 25,794 　当期指定正味財産増減額 0

　事業費 19,312 各種事業の実施 　指定正味財産期首残高 106,000

　管理費 6,482 法人の管理運営 　指定正味財産期末残高 106,000

　当期経常増減額 △ 3,184 Ⅲ . 正味財産期末残高 109,316

平成30年度　収支予算（損益方式）
単位：千円



　
会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
清
祥
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
生
き
が
い

を
高
め
、
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
活
動

の
推
進
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
は

じ
め
と
し
た
地
域
を
豊
か
に
す
る
各
種

活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
対
し
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
県
は
、
全
国
平
均
よ
り
も

十
年
早
く
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
平

成
三
十
七
年
に
は
県
民
の
三
人
に
一
人

以
上
が
高
齢
者
に
な
る
見
込
み
で
す
。

人
生
百
年
時
代
を
迎
え
る
中
、
高
齢
者

の
方
々
に
、
健
康
で
長
生
き
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
生
涯
現
役
と
し
て
生

き
生
き
と
活
躍
で
き
る
地
域
社
会
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
県
で
は
、
本
年
三
月
に

策
定
し
た
第
七
期
老
人
福
祉
計
画
に
基

づ
き
、「
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
輝
く

元
気
な
長
崎
県
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、

様
々
な
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
の
中
か
ら
、
特
に
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
に
関
わ
り
の
深
い
、
生

き
が
い
・
高
齢
者
の
活
躍
促
進
対
策
と

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ

い
て
、
平
成
三
十
年
度
の
主
な
事
業
と

予
算
額
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
．
生
き
が
い
・
高
齢
者
の

　
　

活
躍
促
進
対
策

　
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
県
す
こ
や

か
長
寿
財
団
及
び
市
町
と
の
密
接
な
連

携
の
も
と
、
地
域
社
会
へ
の
積
極
的
な

参
加
や
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
な
ど

を
通
し
た
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
に

向
け
た
諸
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
主
な
計
上
事
業
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

①
　
老
人
ク
ラ
ブ
が
行
う
各
種
の
活

動
、
市
町
・
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
が
行
う
活
動
促
進
へ
の
取
組
や

県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
開
催
等
へ
の

助
成
　
　
　
　
６
，
６
４
０
万
円

②
　
県
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
な
ど
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
交
流
大
会
の
開
催
等
へ

の
助
成
　
　
　
４
，
７
３
０
万
円

③
　
高
齢
者
の
社
会
参
加
促
進
に
向
け

た
啓
発
、
人
材
育
成
、
地
域
課
題

の
解
決
に
高
齢
者
の
力
を
活
か
す

取
組
を
一
体
的
に
実
施

３
，
１
１
６
万
円

２
．
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

　
　

構
築

　
高
齢
者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
て
い
く
た
め
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
切
れ
目
な
く
受
け

ら
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向
け
て
、
介
護
予
防
を
一
層
推
進

す
る
と
と
も
に
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
る
た
め
、
市
町
が
実
施
す

る
地
域
支
援
事
業
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
、
訪
問
看
護
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
認
知
症
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
、
在
宅
医

療
・
介
護
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
増

加
す
る
認
知
症
高
齢
者
対
策
の
充
実
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
主
な
計
上

事
業
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

① 

地
域
支
援
事
業
交
付
金

12
億
３
，
７
７
９
万
円

② 

介
護
予
防
・
重
度
化
防
止
推
進
事

業
　
　
　
　
　
１
，
１
７
９
万
円

③ 

訪
問
看
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事

業
　
　
　
　
　
１
，
０
３
６
万
円

④ 

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

８
１
６
万
円

⑤ 

認
知
症
施
策
等
総
合
支
援
事
業
等

３
，
４
７
２
万
円

　
こ
の
ほ
か
、
高
齢
者
の
活
躍
促
進
対

策
と
し
て
、
昨
年
三
月
に
、
県
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
な
ど
と
と
も
に
長
崎
市
に

開
設
し
た
「
な
が
さ
き
生
涯
現
役
応
援

セ
ン
タ
ー
」
の
サ
テ
ラ
イ
ト
を
、
去
る

三
月
に
、
佐
世
保
市
と
諫
早
市
に
開
設

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
、
各
市
町
に
お
け
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
状
況
を

客
観
的
に
評
価
し
た
結
果
、
概
ね
構
築

で
き
て
い
た
の
は
百
二
十
三
圏
域
中
、

一
圏
域
で
し
た
。
今
後
、
市
町
と
力
を

合
わ
せ
、
二
〇
二
三
年
度
ま
で
を
目
標

に
、
県
内
全
域
で
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
県
に
お
き
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
市
町

及
び
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
高
齢
者
施
策
を
総
合
的
に
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
皆
様

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
併

せ
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
三
十
年
度
の
長
崎
県

高
齢
者
施
策
に
つ
い
て

　

長
崎
県
福
祉
保
健
部　

長
寿
社
会
課

3



●
平
成
30
年
５
月
18
日
（
金
）

●
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
平
成
30
年
度
県
老
連
事
業
計
画
の
説

明
、「
都
道
府
県
・
指
定
都
市
老
連
女
性

代
表
者
会
議
」
の
参
加
報
告
後
、
平
成

30
年
度
市
町
老
連
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
（
８
月
30
日
〜
31
日
）
で
の
企
画
及

び
運
営
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
文
化
伝
承
事
業
の
手
作

り
お
土
産
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し

た
。

部
会
長

寺
田  

道
子
　（
南
島
原
市
老
連
）

副
部
会
長

道
下
　
　
敦
　（
新
上
五
島
町
老
連
）

中
山
　
明
美
　（
時
津
町
老
連
）

部
会
員

瀧
口
　
京
子
（
長
崎
市
老
連
）

森
　
　
和
子 

（
佐
世
保
市
老
連
）

山
川
　
和
子 

（
島
原
市
老
連
）
新

大
渕
　
公
子 
（
諫
早
市
老
連
）

野
口
喜
美
子 

（
大
村
市
老
連
）

藤
島
八
重
子 

（
平
戸
市
老
連
）

田
中
　
和
枝 

（
松
浦
市
老
連
）
新

江
嶋
　
慶
子 

（
対
馬
市
老
連
）

松
本
　
清
美 

（
壱
岐
市
老
連
）
新

戸
川
　
昭
代 

（
五
島
市
老
連
）

高
富
　
フ
ミ 

（
西
海
市
老
連
）

平
山
美
知
子 

（
雲
仙
市
老
連
）

井
手
　
則
子 

（
長
与
町
老
連
）

田
﨑
　
光
代 

（
東
彼
杵
町
老
連
）

脇
崎
ケ
イ
子 

（
川
棚
町
老
連
）

井
村
　
宏
子 

（
波
佐
見
町
老
連
）
新

橋
本
ヒ
ロ
子 

（
小
値
賀
町
老
連
）
新

馬
場
マ
チ
子 

（
佐
々
町
老
連
）

●
平
成
30
年
５
月
25
日
（
金
）

●
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
平
成
30
年
度
県
老
連
事
業
計
画
に
つ

い
て
の
説
明
の
後
、
平
成
30
年
度
市
町

老
連
若
手
リ
ー
ダ
ー
研
修
会(

９
月
６

日
〜
９
月
７
日)

で
の
企
画
及
び
運
営
、

特
に
、
研
修
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
つ

い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
若
手
委
員
会
の
組
織
化
や
新

地
域
支
援
事
業
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

ま
し
た
。

委
員
長

近
藤
　
正
治
（
南
島
原
市
老
連
）

副
委
員
長

井
上
　
義
啓
（
長
与
町
老
連
）

青
木
　
掉
磨
（
対
馬
市
老
連
）　

委　

  

員

加
納
　
省
司
（
長
崎
市
老
連
）

松
本
　
修
二
（
佐
世
保
市
老
連
）

柴
田
　
宇
鷹
（
島
原
市
老
連
）

小
野
由
利
子
（
諫
早
市
老
連
）
新

野
口
喜
美
子
（
大
村
市
老
連
）

小
川
　
益
見
（
平
戸
市
老
連
）

竹
下
　
友
信
（
壱
岐
市
老
連
）
新

上
河
　
恵
賜
（
五
島
市
老
連
）

中
村
　
俊
子
（
西
海
市
老
連
）

森
﨑
　
満
夫
（
雲
仙
市
老
連
）
新

島
　
　
彰
徳
（
時
津
町
老
連
）
新

川
原
　
　
悟
（
東
彼
杵
町
老
連
）

松
尾
　
雄
二
（
川
棚
町
老
連
）

福
田
　
教
次
（
波
佐
見
町
老
連
）
新

筒
井
　
　
悳
（
小
値
賀
町
老
連
）
新

濵
口
淳
一
郎
（
佐
々
町
老
連
）

荒
木
　
宏
匡
（
新
上
五
島
町
老
連
）

女
性
部
会
開
催

若
手
委
員
会
開
催

女
性
部
会
開
催

若
手
委
員
会
開
催

平
成
30
年
度
女
性
部
会

平
成
30
年
度
若
手
委
員
会

4



●
平
成
30
年
６
月
21
日
～
22
日

●
あ
ぐ
り
の
丘　

高
原
ホ
テ
ル

（
長
崎
市
）　

　
研
修
会
は
県
老
連
評
議
員
会
の
終
了

後
、
市
町
老
連
会
長
及
び
関
係
者
51
名

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
《
１
日
目
》

　
県
老
連 

島
中
会
長
の
開
催
挨
拶
の

後
、 

行
政
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

【
行
政
説
明
】

　
長
崎
県
長
寿
社
会
課 

山
口
参
事
と
久

間
係
長
よ
り
、
県
老
人
福
祉
計
画
（
平

成
30
〜
32
年
度
）
及
び
元
気
高
齢
者
の

活
躍
促
進
等
に
つ
い
て
、
ま
た
、
国
保
・

健
康
増
進
課
の
寺
崎
係
長
よ
り
、「
健
康

長
寿
日
本
一
の
長
崎
県
づ
く
り
に
向
け

て
」
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

【
事
務
局
説
明
】

　
県
老
連
事
務
局
長
よ
り
「
県
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
数
と
ク
ラ
ブ
数
の
推
移
」
及

び
平
成
30
年
度
の
主
な
行
事
等
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

【
分
散
会
】（
グ
ル
ー
プ
協
議
）

　
テ
ー
マ

　「
会
員
増
強
に
つ
い
て
」
等

県
老
連
事
務
局
長
よ
り
分
散
会
及
び
全

体
会
の
進
め
方
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の

後
、
９
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
協
議
・

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

《
協
議
・
意
見
交
換
の
主
な
内
容
》

◆
会
員
増
が
成
功
し
た
事
例

◆
後
継
者
不
足
対
策

◆
解
散
ク
ラ
ブ
等
へ
の
対
応

◆
ク
ラ
ブ
活
動
の
周
知
方
法

　
《
２
日
目
》

【
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
】

【
参
加
報
告
】

　
島
原
市
老
連 

荒
木
前
会
長
よ
り
第
35

回
老
人
ク
ラ
ブ
中
央
セ
ミ
ナ
ー
参
加
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

【
全
体
会
】（
分
散
会
報
告
・
討
議
）

・
役
員
人
材
、
若
手
人
材
の
育
成
が
重

要
・
日
頃
か
ら
自
治
会
や
地
域
と
連
携
し

た
活
動
が
重
要

・
ク
ラ
ブ
の
解
散
回
避
の
た
め
、
早
め

の
情
報
収
集
に
努
め
る
。

・
今
後
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
在
り
方

【
講
話
】

　
県
食
品
安
全
・
消
費
生
活
課
（
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
）
の
水
島
課
長
補
佐
よ

り
「
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
講
話
で
は
、
特
に
高
齢
者
の
健
康
、

お
金
、
孤
独
、
不
安
に
付
け
込
む
悪
質

商
法
と
し
て
、「
架
空
請
求
・
不
当
請
求
」

詐
欺
、「
点
検
商
法
」「
次
々
販
売
」
等

の
「
訪
問
販
売
」
や
「
訪
問
購
買
」
等

に
つ
い
て
ビ
デ
オ
も
交
え
な
が
ら
解
説

が
あ
り
、
日
々
の
消
費
生
活
に
お
い
て

注
意
す
べ
き
点
等
に
つ
い
て
再
認
識
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
30
年
度

市
町
老
連
会
長
研
修
会
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平
成
30
年
２
月
21
日
（
水
）
〜
23
日
（
金
）
神

奈
川
県
葉
山
町
中
央
福
祉
学
院
「
ロ
フ
ォ
ス
湘

南
」
で
全
国
か
ら
65
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
長
崎
県
か
ら
長
与
町
老
連
の
井
上
義
啓
様

と
２
名
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
健
康
づ
く
り
中
央
セ
ミ
ナ
ー
『
地
域
に

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
の
輪
を
広
げ
よ
う
！
』

に
つ
い
て
講
座
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
　

　
【
１
日
目
】

１
、
基
礎
講
座

　
　
「
介
護
予
防
と
老
人
ク
ラ
ブ
」

　
　
　
講
師
　
国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院

 

竹
内 

孝
仁  

教
授

　
　
　

（
１
）
認
知
症
の
ビ
デ
オ
を
見
て
、
次
の
こ
と
を

励
行
す
れ
ば
８
割
強
の
認
知
症
は
治
る
。

①
水
分
を
１
日
１
５
０
０
㎖
必
ず
補
う
。

②
運
動
、
１
日
３
㎞
、
３
０
分
以
上
歩
く
。

③
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
栄
養
を
摂
る
。

④
便
通
を
良
く
す
る
。

⑤
読
書
（
新
聞
等
）、
字
を
書
く
（
日
記
等
）

⑥
人
と
の
交
流
（
老
人
ク
ラ
ブ
）

（
２
）
健
康
保
険
、
介
護
保
険
は
税
金
と
国
債
で

賄
っ
て
お
り
、
若
い
人
達
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い

よ
う
に
、
高
齢
者
は
元
気
で
い
る
こ
と
。

２
、
専
門
講
座
「
高
齢
期
の
運
動
に
よ
る

　
　
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
」

　
　
　
講
師
　
順
天
堂
大
学
　

武
井
　
正
子
　
名
誉
教
授

　
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
な
り
、
社
会
保

障
の
急
増
、
医
療
費
・
介
護
費
の
増
加
、
認
知
症

の
増
加
、
介
護
・
看
護
の
人
出
不
足
、
多
死
社
会
、

人
生
１
０
０
年
時
代
の
到
来
な
ど
今
後
の
課
題
と

な
る
が
、
高
齢
者
は
、
毎
日
体
を
動
か
し
、
タ
ン

パ
ク
質
（
肉
・
魚
）
な
ど
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

を
し
て
、
適
度
の
運
動
、
仲
間
と
の
交
流
、
脳
の

活
性
化
を
図
る
。

　
【
２
日
目
】

１
、
専
門
講
座
「
運
動
（
実
技
）」

　
　
　
講
師
　
順
天
堂
大
学

武
井
　
正
子
　
名
誉
教
授

　
ほ
ぼ
全
員
が
８
時
３
０
分
に
は
揃
い
、
先
生
の

ご
指
導
で
熱
心
に
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
を
習
得

す
べ
く
、
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

２
、
専
門
講
座
「
歯
・
口
腔
の
健
康
づ
く
り
」

　
　
　
講
師
　
日
本
歯
科
医
師
会渡

邊
　
裕
　
先
生

　
筋
力
の
低
下
、
体
重
減
少
、
疲
れ
や
す
さ
、
活

動
量
低
下
な
ど
虚
弱
状
態
を
フ
レ
イ
ル
と
言
い
、

加
齢
と
と
も
に
恒
常
性
が
低
下
し
、
様
々
な
疾

病
、
生
活
習
慣
、
口
腔
機
能
低
下
、
低
栄
養
と
な

り
要
介
護
と
な
る
。
こ
の
状
態
を
改
善
す
る
た
め

に
は
、
生
活
習
慣
病
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
大
切
で
、

８
０
２
０
運
動
が
咀
嚼
力
を
高
め
、
栄
養
を
摂
取

出
来
て
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
自
立
し
た
生
活
が

で
き
る
。
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
師
・
医
院
を
持

つ
こ
と
も
大
事
。

３
、
専
門
講
座
「
事
故
防
止　
高
齢
者
に
多
い　

　
事
故
と
そ
の
予
防
」

　
　
　
講
師
　
東
京
消
防
庁
防
災
部
防
災
安
全
課

　
　
　
　
藤
崎
　
進
稔
　
係
長

　
転
ぶ
事
故
が
多
く
、
７
９
歳
〜
８
７
歳
が
多
い
。

５
割
以
上
が
居
住
場
所
で
、
骨
折
な
ど
二
重
事
故

と
な
り
、
風
呂
で
の
溺
れ
と
と
も
に
重
症
化
し
や

す
い
。
窒
息
・
誤
飲
、
熱
中
症
、
火
災
で
搬
送
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
行
動

す
る
こ
と
が
大
事
。

４
、専
門
講
座
「
医
療　
上
手
な
医
療
の
受
け
方
」

　
　
　
講
師
　
日
本
医
師
会

今
村
　
聡
　
副
会
長

　　
日
本
の
医
療
は
国
民
皆
保
険
で
、
患
者
自
身
が

自
由
に
医
療
機
関
を
選
べ
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
医
師
の
診
療
、
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
繋
が
っ
て
い
る
。

「
か
か
り
つ
け
の
医
師
」
を
持
ち
、
自
分
の
健
康

管
理
の
相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
医
や
病
院
を
紹
介
し
て

も
ら
え
る
。
高
齢
者
の
健
康
法
は
「
一
読
・
十
笑
・

百
吸
・
千
字
・
万
歩
」
で
す
。

５
、
専
門
講
座
「
薬
の
正
し
い
使
い
方
」

　
　
　
講
師
　
日
本
薬
剤
師
会

　
　
　
　
　
　
　
濱
野
　
明
子
　
委
員

　
薬
の
副
作
用
・
飲
み
合
わ
せ
・
か
か
り
つ
け
薬
局
の

重
要
性
等
を
学
び
ま
し
た
。
か
か
り
つ
け
薬
局
を
持
つ

こ
と
は
、
医
師
に
症
状
に
合
っ
た
飲
み
合
わ
せ
の
良
い

薬
を
調
合
し
て
も
ら
え
る
。
ま
た
、
薬
剤
名
が
記
録
さ

れ
た
「
お
薬
手
帳
」
は
大
切
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

は
医
療
費
の
軽
減
に
も
な
る
。

６
、
グ
ル
ー
プ
学
習
「
健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ

　
よ
う
」

　
地
元
に
あ
っ
た
体
操
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
歩
く
運

動
を
実
践
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
が
多
か
っ
た
。

　
【
３
日
目
】

１
、
専
門
講
座

　
　
「
栄
養　
高
齢
期
の
食
生
活
の
あ
り
方
」

　
　
　
講
師
　
日
本
栄
養
士
会

迫 

和
子 

専
務
理
事

　
高
齢
者
は
筋
肉
や
骨
や
水
分
が
減
り
、
体
力
も

落
ち
て
低
栄
養
に
な
り
、
病
気
に
な
り
や
す
い
、

骨
量
減
少
、
骨
折
の
危
険
増
、
認
知
機
能
低
下
、

気
力
が
な
い
、
免
疫
力
や
体
力
の
低
下
、
筋
肉
量

や
筋
力
の
低
下
等
が
生
じ
や
す
く
な
り
、
そ
れ
ら

が
重
な
っ
て
食
べ
る
力
が
失
わ
れ
、
寝
た
き
り
状

態
や
死
に
至
る
危
険
も
高
く
な
る
。
予
防
す
る
た

め
に
は
、

①
食
事
の
基
本
と
し
て
、
一
日
に
１
０
０
㎎

（
豚
・
鶏
・
牛
ど
れ
で
も
い
い
）
を
摂
る
、
低

糖
質
、
牛
乳
（
１
〜
２
杯
）、
卵
１
個
、
緑
黄

色
野
菜
、
ご
飯
一
膳
は
と
る
こ
と
。

②
肉
や
魚
を
と
れ
な
い
時
は
ヨ
ー
グ
ル
ト
、

チ
ー
ズ
を
食
べ
る
。

③
時
間
を
か
け
て
食
事
す
る
。

④
体
重
測
定
　
　
　
⑤
水
分
補
給

⑥
栄
養
調
整
食
品
の
活
用
等
、
食
事
に
工
夫
を

２
、
ま
と
め

　
　
「
健
康
づ
く
り
推
進
委
員
に
期
待
す
る
」

　
　
　
講
師
　
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

齊
藤 

秀
樹
　
常
務
理
事

①
老
人
ク
ラ
ブ
の
保
険
加
入
の
重
要
性

②
ク
ラ
ブ
の
例
会
等
で
予
防
の
た
め
に
講
演

を
開
催
し
、
話
し
合
う
機
会
を
つ
く
る
。

③
「
生
活
支
援
・
憩
い
の
場
づ
く
り
」
さ
ら

に
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
・
地
域
共
生

社
会
づ
く
り
」
に
協
力
す
る
。

④
県
・
市
の
健
康
づ
く
り
へ
の
支
援
・
協
力

⑤
若
手
高
齢
者
の
「
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
」

の
育
成

◆
本
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
感

　
謝
い
た
し
ま
す
。

「
健
康
づ
く
り

中
央
セ
ミ
ナ
ー
」
に

参
加
し
て

第15期

諫
早
市
老
連 

　

田
島　

勝
歳
（
筆
者
）　

長
与
町
老
連  

　

井
上　

義
啓　
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　『
遠
島
を
申
し
つ
け
る
（
わ
た
す
）』
の

イ
メ
ー
ジ
で
企
画
し
た
今
回
の
銀
の
翼

は
、
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
初
め
て
の
八

丈
島
。
平
成
30
年
２
月
23
日
８
時
30
分
、

参
加
者
26
名
が
遅
刻
者
も
な
く
、
長
崎
空

港
に
集
合
、
こ
れ
か
ら
の
楽
し
い
旅
に
期

待
を
膨
ら
ま
せ
羽
田
空
港
へ
と
飛
び
立
ち

ま
し
た
。

　
羽
田
空
港
到
着
後
、
八
丈
島
へ
の
出
発

ロ
ビ
ー
で
添
乗
員
さ
ん
手
配
の
お
弁
当
で

少
し
早
め
の
昼
食
。
い
よ
い
よ
八
丈
島
へ

の
フ
ラ
イ
ト
。
水
平
飛
行
に
な
っ
た
と
思

っ
た
ら
八
丈
島
空
港
に
到
着
、
あ
っ
と
い

う
間
の
１
時
間
で
し
た
。

　
空
港
で
町
営
の
観
光
バ
ス
に
乗
り
込

み
、
ま
ず
は
八
丈
植
物
公
園
へ
。
こ
こ

で
、
八
丈
島
の
看
板
を
バ
ッ
ク
に
集
合
写

真
（
今
回
、
最
初
で
最
後
の
集
合
写
真
と

な
り
ま
し
た
。
す
み
ま
せ
ん
。）
を
撮
り
、

園
内
を
散
策
。

　
八
丈
島
は
、
暖
流
の
黒
潮
の
影
響
に
よ

り
温
暖
で
雨
が
多
い
海
洋
性
気
候
で
「
日

本
の
ハ
ワ
イ
」
と
呼
ば
れ
た
よ
う
で
す
。

園
内
は
ト
ロ
ピ
カ
ル
な
雰
囲
気
が
随
所
に

あ
り
、
島
の
誕
生
や
自
然
な
ど
を
ビ
デ
オ

で
鑑
賞
し
た
後
、「
玉
石
垣
」「
歴
史
民
俗

資
料
館
」「
南
原
千
畳
敷
」
を
見
学
し
て
、

全
員
元
気
に
、
八
丈
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
到

着
し
ま
し
た
。

　
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
「
黒
潮
と
親
潮

の
も
た
ら
す
八
丈
島
の
気
候
」
な
ど
を
詳

し
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
展
示
さ
れ
た

流
人
に
関
す
る
資
料
で
は
、
明
治
４
年
ま

で
の
約
二
六
五
年
間
に
約
一
九
○
○
人
い

た
そ
う
で
す
。『
遠
島
を
も
う
し
つ
け
る
』

の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
八
丈
島
に
は
そ
の
関

係
す
る
施
設
等
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
流
人

た
ち
の
中
に
は
文
化
人
も
多
く
、
島
の
産

業
や
生
活
、
学
問
、
文
化
な
ど
影
響
を
与

え
た
そ
う
で
す
。

　
ホ
テ
ル
の
部
屋
か
ら
日
本
で
見
る
最
後

の
夕
日
（
？
）
を
眺
め
た
あ
と
は
楽
し
い

夕
食
。
島
中
会
長
の
音
頭
で
乾
杯
。
皆
さ

ん
疲
れ
を
感
じ
さ
せ
な
い
賑
や
か
な
夕
食

と
な
り
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
八
丈
富
士
の
絶
景
ポ
イ
ン

ト
「
大
阪
ト
ン
ネ
ル
展
望
台
」、
次
に
「
服

部
屋
敷
」
で
は
樫
立
て
踊
り
と
八
丈
太
鼓

を
鑑
賞
、
最
後
は
参
加
者
数
名
も
舞
台
に

上
が
り
一
緒
に
踊
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

伝
統
工
芸
の
黄
八
丈
染
元
「
ゆ
め
工
房
」

を
見
学
し
、
郷
土
料
理
で
昼
食
（
厨
：
く

り
や
）。
お
土
産
を
沢
山
購
入
し
次
に
向

か
っ
た
、
太
平
洋
を
見
渡
せ
る
中
郷
温
泉

「
足
湯
き
ら
め
き
」
や
「
く
さ
や
」
工
場

を
見
学
し
て
八
丈
島
空
港
に
到
着
。

　
こ
こ
で
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
。
ホ
エ
ー
ル
ウ

オ
ッ
チ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
の
「
足
湯
き
ら
め

き
」
か
ら
、
ク
ジ
ラ
を
微
か
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
が
撮
影
さ
れ
た

ビ
デ
オ
に
は
「
ク
ジ
ラ
の
尾
ヒ
レ
」
が
少

し
映
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
八
丈
島
観
光
も
終
わ
り
、
空
港
に
到
着

す
る
と
羽
田
空
港
へ
の
飛
行
機
が
使
用
機

材
の
遅
れ
に
よ
り
約
１
時
間
の
遅
れ
。
少

し
の
時
間
で
す
が
、
空
港
で
旅
の
疲
れ
を

と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
楽
し
か
っ
た
八
丈
島
を
あ
と
に
名
残
を

惜
し
み
つ
つ
、
東
京
ま
で
の
フ
ラ
イ
ト
も

直
ぐ
に
到
着
。
遅
く
な
っ
た
分
、
空
港
か

ら
夕
食
会
場
ま
で
車
中
か
ら
は
東
京
の
夜

景
観
光
が
で
き
て
良
か
っ
た
よ
う
で
す
。

夕
食
は
九
州
出
身
の
元
大
関
の
お
店
で

「
ち
ゃ
ん
こ
鍋
」。
市
町
老
連
別
の
テ
ー
ブ

ル
に
分
か
れ
鍋
を
堪
能
、
宿
泊
の
第
一
両

国
ホ
テ
ル
へ
は
２
２
時
近

く
に
到
着
し
ま
し
た
。

　
両
国
と
い
え
ば
大
相

撲
。
夜
遅
く
で
し
た
が
、

探
索
に
出
か
け
、
２
つ
の

相
撲
部
屋
を
探
し
当
て
、

玄
関
を
バ
ッ
ク
に
記
念
写

真
を
撮
り
ま
し
た
。

　
３
日
目
は
、
東
京
シ
テ

ィ
マ
ラ
ソ
ン
の
た
め
交
通

規
制
が
あ
る
と
の
こ
と

で
、
予
定
よ
り
早
く
出
発
。

浅
草
寺
で
バ
ス
を
下
車
、

１
時
間
の
自
由
散
策
、
外

国
人
観
光
客
が
多
い
の
に

は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
浅
草
寺
二
天
門

か
ら
浜
離
宮
ま
で
約
１
時
間
の
船
に
よ
る

水
上
観
光
。
船
上
か
ら
蔵
前
橋
を
走
る
東

京
マ
ラ
ソ
ン
の
参
加
者
に
声
援
を
送
り
、

浜
離
宮
に
到
着
。
庭
園
内
を
散
策
後
、
月

島
で
「
も
ん
じ
ゃ
焼
き
」
の
昼
食
。
４
人

一
組
の
鉄
板
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
て
「
海

鮮
焼
」「
お
好
み
焼
き
」「
も
ん
じ
ゃ
焼
き
」

の
三
種
類
全
部
を
堪
能
。
朝
食
を
控
え
な

か
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
な
が
ら
も
、
皆
さ

ん
完
食
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。
昼
食
後
は
、

「
昭
和
館
」
で
懐
か
し
い
昔
の
生
活
用
品

な
ど
を
見
学
し
て
羽
田
空
港
に
到
着
。
時

間
ど
お
り
の
出
発
で
無
事
長
崎
空
港
へ
と

帰
り
着
き
、
一
行
は
、
病
気
や
怪
我
も
な

く
、
楽
し
く
思
い
出
多
い
旅
を
終
え
、
名

残
り
惜
し
い
中
、
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　（
後
記
）
こ
の
原
稿

を
書
い
た
の
は
５
月

の
連
休
。
２
か
月
以

上
も
前
の
こ
と
を
思

い
出
し
な
が
ら
の
作

業
で
誤
り
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
お

許
し
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
知
り
た
い
方
は
、

参
加
さ
れ
た
方
が
撮

影
さ
れ
た
ビ
デ
オ
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

第
13
回
　
銀
の
翼

平
成
30
年
２
月
23
日
～
25
日

八
丈
島
へ
行
こ
う
！

（
前
）
県
老
連
事
務
局
長本

田　

哲
朗
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市町老連別単位クラブ数 ・ 会員数の状況
平成 30 年４月１日現在　

市 町 名
単位クラブ数 クラブ数増減 会員数 1クラブ

あたり
会員数

※
H29.10.1

現在
60歳以上

人口

加入率
％29 年 30 年 増加 減少 差引 29 年 30 年 増減

長 崎 市 292 274 2 △ 20 △ 18 15,669 14,903 △ 766 54 158,448 9.4 

佐 世 保 市 235 233 1 △ 3 △ 2 13,304 12,901 △ 403 55 93,368 13.8 

島 原 市 73 71 △ 2 △ 2 3,115 2,960 △ 155 42 18,616 15.9 

諫 早 市 121 119 △ 2 △ 2 7,998 7,721 △ 277 65 49,263 15.7 

大 村 市 64 61 △ 3 △ 3 3,449 3,210 △ 239 53 28,663 11.2 

平 戸 市 57 55 △ 2 △ 2 2,885 2,758 △ 127 50 14,743 18.7 

松 浦 市 34 34 1,611 1,553 △ 58 46 9,859 15.8 

対 馬 市 101 101 2 △ 2 0 3,507 3,295 △ 212 33 13,558 24.3 

壱 岐 市 93 91 △ 2 △ 2 5,952 5,811 △ 141 64 11,742 49.5 

五 島 市 96 95 △ 1 △ 1 4,375 4,235 △ 140 45 17,325 24.4 

西 海 市 78 74 1 △ 5 △ 4 4,278 3,899 △ 379 53 12,257 31.8 

雲 仙 市 101 101 2 △ 2 0 4,327 4,178 △ 149 41 18,002 23.2 

南 島 原 市 164 162 2 △ 4 △ 2 6,977 6,796 △ 181 42 20,899 32.5 

長 与 町 32 32 1,632 1,605 △ 27 50 13,380 12.0 

時 津 町 18 18 1,223 1,196 △ 27 66 9,258 12.9 

東 彼 杵 町 21 21 1,859 1,868 9 89 3,616 51.7 

川 棚 町 28 29 1 1 1,564 1,554 △ 10 54 5,303 29.3 

波 佐 見 町 22 22 2,563 2,505 △ 58 114 5,568 45.0 

小 値 賀 町 20 21 1 1 1,107 1,111 4 53 1,429 77.7 

佐 々 町 7 7 382 372 △ 10 53 4,726 7.9 

新上五島町 55 54 △ 1 △ 1 2,701 2,598 △ 103 48 9,259 28.1 

県 　 計 1,712 1,675 12 △ 49 △ 37 90,478 87,029 △ 3,449 52 519,282 16.8 

この機関誌は共同募金の
配分金により発行しました。

＊長崎県市町別年齢別推計人口より

加入率 ＝ 　Ｈ３０． ４．１　会員数 × 100　Ｈ２９．１０．１　６０歳以上人口
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第
48
号

成
平

30

月
７
年

10

行
発
日

発
　
行
　

︶
財
公
︵

会
合
連
ブ
ラ
ク
人
老
県
崎
長

　
　
　
　

町
里
茂
市
崎
長

3

24
　

　
☎

５
９
０

―

―
―６

４
８

０
０
０
５

　
　

人
行
発

　
島
　
中
　
英
　
安

　
　

人
集
編

　
林
　
田
　
則
　
利

　
　

印
　
刷
　

社
会
式
株
刷
印
工
紙
本
日

　
本
年
４
月
１
日
現
在
の
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

数
及
び
会
員
数
を
８
頁
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

前
年
度
に
比
べ
、
減
少
幅
は
若
干
縮
小
し
た

も
の
の
、
依
然
と
し
て
減
少
傾
向
が
続
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
会
員
数
の
減
少
は
全
国
的
な
傾
向
で
あ
り
、

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
増
加
を
図
っ
て
い

く
の
は
難
し
い
課
題
で
す
が
、
会
員
増
強
運

動
の
最
終
年
度
と
な
る
今
年
度
も
、
会
議
・

研
修
会
で
の
情
報
交
換
、
意
見
交
換
等
を
通

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
役
員
・
評
議
員
の
体
制
を
２
頁

に
、
ま
た
女
性
部
会
及
び
若
手
委
員
会
の
体

制
を
４
頁
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
本
会
の
運

営
に
、
会
員
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
　
　

　
退
任
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
本
会
の
運
営
に

ご
指
導
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

県老連では、ホームページを開設しています。
ご覧になりたい方は下記のアドレスにアクセスしてください。

http://nagasakikenroren.sakura.ne.jp/

長崎県老人クラブ連合会指定の宿泊施設長崎県老人クラブ連合会指定の宿泊施設
（期間）平成30年6月～平成31年5月
長崎県老人クラブ連合会指定の宿泊施設です。

単位クラブ等の旅行・研修・会議等に是非ご利用下さい。
※詳細につきましては、直接施設へお問い合わせ下さい。

11

平成３０年６月１日現在 

県　名 指定宿泊施設名 住　　所 電　話
長崎県 1 名湯の湯 雲仙いわき旅館 〒 854-0621 雲仙市小浜町雲仙３１８ 0957-73-3338

2 雲仙温泉 有明ホテル 〒 854-0621 雲仙市小浜町雲仙３８０ 0957-73-3206
3 休暇村　雲仙 〒 854-0502 雲仙市小浜町山畑３９５３ 0957-74-9131
4 小浜温泉 春陽館 〒 854-0514 雲仙市小浜町北本町１６８０ 0957-74-2261

新 5 うぐいすや旅館 〒 854-0514 雲仙市小浜町北本町９０５－３５ 0957-74-2281
新 6 雲仙荘 〒 854-0513 雲仙市小浜町南本町１４５－２ 0957-76-0550

 7 島原温泉 ホテル南風楼 〒 855-0802 島原市弁天町２丁目７３３１－１ 0957-62-5111
8 原城温泉 真砂 〒 859-2414 南島原市南有馬町丁１３３番地 0957-85-3155

 9 東洋九十九ベイホテル 〒 855-0864 島原市秩父が浦町丁３５５２－５３ 0957-62-3111
10 HOTEL シーサイド島原 〒 855-0862 島原市新湊１丁目３８番地１ 0957-64-2000
11 雲仙 みかどホテル 〒 859-1501 南島原市深江町甲５２９２－２ 0957-72-5420
12 しらはまビーチホテル 〒 859-2502 南島原市口之津町甲２８２９－１ 0957-86-3030
13 Alega 軍艦島 〒 851-0505 長崎市野母町６９２－１ 095-893-1133
14 いこいの村　長崎 〒 859-0125 諫早市高来町善住寺１０８０ 0957-32-2902
15 平戸たびら温泉 サムソンホテル 〒 859-4826 平戸市田平町野田免２１０－６ 0950-57-1110

福岡県 16 リバーサイド つるき荘 〒 839-1405 うきは市浮羽町古川１０９６－１ 0943-77-3181
新 17 筑後川温泉　桑之屋 〒 839-1405 うきは市浮羽町古川１０９９－１０ 0943-77-2148

佐賀県 18 旅館　初音荘 〒 843-0304 嬉野市嬉野町大字岩屋川内甲３４０－１ 0954-43-3238
19 ホテル光陽閣 〒 843-0301 嬉野市嬉野町大字下宿乙７３０－５ 0954-43-0170

熊本県 20 荒木観光ホテル 〒 861-0112 熊本市植木町田底６番地 096-274-7201


